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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 24 年 5 月 8 日に公表しました業績予想を下記の通り修正いたしま

す。 

記 

１．平成25年3月期通期連結業績予想数値の修正(平成24年4月1日 ～ 平成25年3月31日) 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経 常 利 益 
当 期 

純 利 益 

1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 34,000 1,800 1,650 700 39円 33銭 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 31,900 1,560 1,480 470 26円 41銭 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △2,100 △240 △170 △230 － 

増 減 率 （％） △6.2 △13.3 △10.3 △32.9 － 

(ご参考)前期実績(平成 24年 3月期)  31,379 1,449 1,324 687 38円 63銭  

 

 

２．平成25年3月期通期個別業績予想数値の修正(平成24年4月1日 ～ 平成25年3月31日) 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益 
当 期 

純 利 益 

1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 26,100 1,650 1,050 58円 99銭 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 25,420 1,460 960 53円 93銭 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △680 △190 △90 － 

増 減 率 （％） △2.6 △11.5 △8.6 － 

(ご参考)前期実績(平成 24年 3月期) 25,899 1,476 1,021 57円 37銭  

 

 

 

 



 

３．修正の理由 

 

通期業績（連結、個別） 

  

第２四半期累計期間は、日本や北米では緩やかな景気回復基調が続いたものの、欧州で景気減速が鮮明

となり、アジアでは経済成長に鈍化傾向がみられました。第３四半期以降の世界経済は、欧州債務問題の

深刻化、新興国経済の一段の減速、円高進行等、複数の下振れリスクを抱えており、景気の先行きは一層、

不透明感が強まるものと思われます。 

 

当社におきましては、第２四半期累計期間は、欧州やアジアで販売が伸び悩み、売上は期初の予想を下

回りましたが、利益面では、販売費及び一般管理費等が予想を下回ったこと等で、子会社の減損損失が影

響した連結四半期純利益を除き、期初の予想を上回りました。 

第３四半期以降は、先進国では第２四半期に投入した Print＆Cutのフラグシップモデル XR-640で買い

替え需要や増設需要を掘り起こし、市場の活性化を図ります。新興国では、引き続き現地のニーズに合っ

た機種の販売を強化するとともに、一部代理店への販売を、子会社を通じて行うことで、より地域に密着

した営業体制をとり、市場へのプレゼンスを高めていきます。また、構造改革「Global ONE(グローバル

ワン)」に係る施策として、当社グループの総合力を発揮するため、組織の活性化等に取り組んでいきま

す。しかしながら、設備投資意欲の減退や競争激化等に伴い、欧州やアジアを中心に売上の減少が見込ま

れることに加え、今後「Global ONE(グローバルワン)」を推進していく上での新たな体制構築に伴う経費

支出が見込まれることから、販売費及び一般管理費が当初の予想を上回り、連結、個別の業績に影響する

見通しです。 

 

通期業績としましては、売上高は平成 24 年 5 月 8 日に公表した業績予想に比べ連結、個別ともに減収

となり、利益面でも減益となる見通しです。 

 

平成 25 年 3月期の通期業績予想における為替レートは見直しを行い、1米ドル＝80 円、1ユーロ＝101

円、1ポンド＝125円、1デンマーク・クローネ＝13.6円、1オーストラリア・ドル＝82円、1タイ・バー

ツは 2.54円と想定しています。 

以  上 

 


